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若
桜
鉄
道
は
、「
公
有
民
営

化
」
方
式
の
上
下
分
離
に
よ

り
、第
２
種
鉄
道
事
業
者
と
し

て
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、若
桜
鉄
道
の
利
用
促
進
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
過
疎
・

少
子
化
に
よ
る
沿
線
の
乗
車

人
員
が
減
少
し
て
行
く
中
で
、

皆
さ
ま
の
利
用
促
進
と
と
も

に
、
行
政
も
「
マ
イ
カ
ー
通
勤

か
ら
鉄
道
通
勤
へ
の
シ
フ
ト
」

や「
出
張
時
の
鉄
道
利
用
」「
職

員
の
回
数
券
購
入
運
動
」に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

上
下
分
離
へ
の
移
行
に
よ

り
、平
成

年
度
は
若
干
の
黒

21

字
と
な
り
、一
定
の
成
果
は
得

ら
れ
ま
し
た
が
、沿
線
の
人
口

減
少
を
考
え
る
と
今
以
上
に

皆
さ
ま
の
鉄
道
と
し
て
、利
用

促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
乗
車
状
況
】

乗
車
人
員
は
、
約
３
９
２
千
人
で
、

対
前
年
比

％
、約

千
人
の
減
少
と

92

36

な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、普
通
旅
客
が

約
１
０
４
千
人
、
対
前
年
比

％
、
通

97

勤
旅
客
が
約

千
人
、対
前
年
比
１
３

37

４
％
、
通
学
旅
客
が
約
２
５
０
千
人
、

対
前
年
比

％
で
、通
学
旅
客
が
大
幅

86

に
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、郡
家
駅
～
八
頭
高
校
前
駅

間
の
通
学
定
期
券
購
入
者
が
大
き
く

減
少
し
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
す
。
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【
収
支
決
算
】

旅
客
収
入
は
、
７
０
、
６
９
１
千
円
で
対

前
年
比

％
（
△
２
、
７
３
３
千
円
）
と
、

96

若
干
減
少
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、普
通
旅
客

が
２
６
、
２
２
７
千
円
で
対
前
年
比

％
、

96

通
勤
旅
客
が
６
、０
７
９
千
円
で
対
前
年
比

１
３
１
％
、
通
学
旅
客
が
３
８
、
３
８
５
千

若
桜
鉄
道
沿
線
の
人
口
は
、
過

疎
・
少
子
化
に
よ
り
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。特
に
若
桜
鉄
道
利
用
者
の

７
割
が
高
校
生
と
い
う
状
況
の
中

で
、そ
の
利
用
者
数
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
は
大
き
な
減
収
に
も
な
り

ま
す
。

若
桜
鉄
道
で
は
、沿
線
人
口
の
減

少
に
よ
る
減
収
分
を
補
填
す
る
た

め
に
、
団
体
ツ
ア
ー
客
の
誘
致
や

グ
ッ
ズ
販
売
、Ｓ
Ｌ
運
転
体
験
な
ど

営
業
外
収
入
の
増
収
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

【
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い
】

若
桜
鉄
道
は
、大
量
輸
送
と
定
時
運
行
に
優

れ
た
公
共
交
通
で
あ
り
、沿
線
地
域
の
活
性
化

に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

沿
線
人
口
の
減
少
に
伴
い
、利
用
者
が
減
少
す

る
な
ど
厳
し
い
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
回
数
券
を
購
入
し
、可
能
な
限
り

若
桜
鉄
道
を
利
用
す
る
な
ど
、若
桜
鉄
道
を
存

続
さ
せ
る
た
め
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ：

若
桜
鉄
道
㈱

緯
（

）
０
９
１
９

82

円
で
対
前
年
比

％
で
す
。

93

営
業
外
収
入
は
、
９
、
６
３
２
千
円
で
対

前
年
比

％
と
若
干
減
少
し
ま
し
た
。

94

減
少
の
要
因
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
、
観

光
ツ
ア
ー
客
と
通
学
生
の
減
少
、特
に
郡
家

駅
～
八
頭
高
校
前
駅
の
通
学
定
期
券
購
入

者
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
で
す
。
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児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

現
況
届
の
提
出
は
８
月
中
に
鎧

（
現
況
届
に
関
す
る
通
知
は
受
給
者
に
郵
送
し
ま
す
。）

●
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
８
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
引
き

続
き
受
け
ら
れ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な

届
け
で
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
８
月
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

所
得
状
況
届
の
提
出
は
８
月
～
９
月
中
に
鎧

（
所
得
状
況
届
に
関
す
る
通
知
を
受
給
者
に
郵
送
し
ま
す
。）

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
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届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
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手
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得
状
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提
出
を
お
忘
れ
な
く
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

緯緯
問い合わせ
町民福祉課

（82）2233

８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
の
父
親
も
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象

６
月
２
日
付
け
で
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
８

月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
の
父
親
も
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
８
月
～

月
の
手
当
の
支
給
は
、

月
に
な
り

11

12

ま
す
。）

児
童
扶
養
手
当
と
は

離
婚
に
よ
る
母
子
家
庭
な
ど
父
と
同
一
生
計
で

は
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
安
定

と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
、
公
的
年
金

を
受
け
る
資
格
が
あ
る
場
合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
に
お
け
る
「
児
童
」

と
は
、

歳
に
達
す
る
日
以
降
、
最
初
の
３
月

18

31

日
（

歳
の
年
度
末
）
ま
で
に
あ
る
児
童
を
い
い

18

ま
す
。
た
だ
し
、
心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以
上
の

障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、

歳
未
満
ま
で
手
当
が

20

受
け
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
国
籍
は
問
い

ま
せ
ん
。

父
子
家
庭
の
支
給
要
件

（
母
子
家
庭
の
要
件
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

父
親
が
そ
の
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
同
一

生
計
の
場
合
、
ま
た
は
、
養
育
者
が
父
親
に
代
わ
っ

て
そ
の
子
ど
も
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

煙
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

煙
母
親
が
死
亡
し
た
子
ど
も

煙
母
親
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

煙
母
親
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

煙
母
親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
妊
し
た
子
ど
も

煙
そ
の
他
（
母
親
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
子

ど
も
、
母
親
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子

ど
も
な
ど
）

手

当

額

受
給
資
格
者
が
監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数

や
所
得
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

経
過
措
置
（
父
子
家
庭
）

手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
今
回
の
法
改
正
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
７
月

日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方

31
月

日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、
「
８
月

11

30

分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
８
月
１
日
以
降

月

日
ま
で
に
支
給
要
件
に

11

30

該
当
し
て
い
る
方

月

日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、「
要
件
に
該

11

30

当
し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

８
月
～

月
分
の
手
当
が
実
際
に
支
給
さ
れ
る

11

の
は

月
で
す
。

12月

日
を
過
ぎ
る
と
、「
申
請
の
翌
月
分
」
か

11

30

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。
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【身近な相談窓口】

町民福祉課

緯（82）２２３３・２２３２
鳥取県東部消費生活相談室

緯０８５７（26）７６０５・７６０４
〔いずれも平日：８：30～17：00〕

【８月の法律相談】

●と き＝８月10日（火）13：30～16：00
＊要予約

●ところ＝地域福祉センタードリーミー
緯（82）０２５４

一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人
でででででででででででででで
悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩
まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず

一
人
で
悩
ま
ず
、、、、、、、、、、、、、、、

まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををを

ま
ず
相
談
を
！！！！！！！！！！！！！！！

～～～～～～～～～～～～～～～
クククククククククククククク
ーーーーーーーーーーーーーー
リリリリリリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンンンンンン
ググググググググググググググ
オオオオオオオオオオオオオオ
フフフフフフフフフフフフフフ
とととととととととととととと
はははははははははははははは
？？？？？？？？？？？？？？

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
？
～～～～～～～～～～～～～～～

な
布
団
で
は
長
生
き
で
き
な
い
。

こ
の
布
団
で
寝
て
い
れ
ば
病
気

に
な
ら
な
い
布
団
が
あ
る
よ
。」

と
執
拗
に
１
０
０
万
円
も
す
る

布
団
の
購
入
を
勧
め
て
き
ま
し

た
。
私
は
、
そ
ん
な
高
価
な
布
団

な
ど
買
う
気
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
執
拗
な
勧
誘
に
根
負
け
し

「
寝
て
い
れ
ば
病
気
に
な
ら
な

い
布
団
な
ら
」
と
思
い
１
０
０
万

円
も
す
る
布
団
を
買
っ
て
し
ま

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、
一
定
の
期
間
内

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、
一
定
の
期
間
内
でで

あ
れ
ば
、
消
費
者
が
事
業
者
と
の
間
で
申
込

あ
れ
ば
、
消
費
者
が
事
業
者
と
の
間
で
申
込
みみ

又
は
締
結
し
た
契
約
を
理
由
な
く
且
つ
無
条

又
は
締
結
し
た
契
約
を
理
由
な
く
且
つ
無
条
件件

で
撤
回
・
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
制

で
撤
回
・
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度度

は
、
消
費
者
が
、
一
定
期
間
の
間
、「
本
当
に

は
、
消
費
者
が
、
一
定
期
間
の
間
、「
本
当
に
契契

約
し
て
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
契
約

約
し
て
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
契
約
のの

締
結
を
考
え
直
す
期
間
を
与
え
た
制
度
で
す

締
結
を
考
え
直
す
期
間
を
与
え
た
制
度
で
す
。。

あ
る
日
業
者
が
、「
布
団
に
ダ

ニ
が
発
生
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
」「
布
団
の
無
料
点
検
に
来

ま
し
た
」
と
家
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
不
安
に
な
っ
て
業
者
に

布
団
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
業
者
は

「
こ
の
布
団
で
は
駄
目
だ
。
こ
ん

弁
護
士：

上
田
雅
稔
氏

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
契
約

解
除
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
告
知
等
の

法
定
記
載
事
項
を
記
載
し
た
書
面

を
受
領
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
８

日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る

契
約
解
除
が
可
能
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
支
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す

こ
と
が
可
能
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で

は
、
契
約
時
に
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

し
な
い
旨
の
念
書
を
書
か
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
妨
害
行
為
に
該
当
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
告
知
等
の
法
定
記
載
事
項

を
記
載
し
た
書
面
を
受
領
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
８
日
間
経
過
し
て

い
て
も
、
業
者
か
ら
改
め
て
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
る
こ
と
を
記

載
し
た
書
面
が
交
付
さ
れ
て
か
ら

８
日
を
経
過
す
る
ま
で
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
布
団
に
つ
い
て
は
、
た

と
え
使
用
し
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

使
用
し
て
い
る
布
団
を
そ
の
ま
ま

業
者
に
返
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
行

使
に
際
し
て
、
業
者
が
「
一
度
使

用
し
て
い
る
か
ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
で
き
な
い
」
な
ど
と
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
に
応
じ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
も
先
に
述
べ
た

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
妨
害
行
為
に
該

当
し
ま
す
。

　
次
に
、
業
者
が
「
こ
の
布
団
で

寝
て
い
れ
ば
病
気
に
な
ら
な
い
」

な
ど
と
真
実
と
異
な
る
内
容
の
説

明
を
行
い
、
購
入
を
勧
め
た
と
こ

ろ
、
こ
の
説
明
が
真
実
で
あ
る
と

誤
信
し
て
購
入
し
て
お
り
「
不
実

告
知
」（
特
定
商
取
引
法
９
条
の

２
）
に
該
当
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

契
約
を
取
り
消
し
支
払
っ
た
お
金

の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
、「
こ
の
布
団
で
寝
て

い
れ
ば
病
気
に
な
ら
な
い
」
と
の

誤
っ
た
認
識
が
動
機
と
な
っ
て
布

団
を
購
入
し
て
お
り
、
錯
誤
を
理

由
に
契
約
の
無
効
を
主
張
し
て
支

払
っ
た
お
金
の
返
還
を
請
求
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
（
民
法
　
条
本

95

文
）。ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
手
続
な
ど

詳
し
く
は
役
場
窓
口
に
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

い
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
際
に

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
し
な
い
旨
の

念
書
ま
で
書
か
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
購
入
し
た
布

団
を
使
用
し
は
じ
め
て
か
ら
５

日
と
経
た
な
い
う
ち
に
病
気
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
契
約
を

解
約
し
た
い
で
す
。
布
団
は
す
で

に
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
解
約
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

相
談
事
例

ア
ド
バ
イ
ス



緯緯緯
問い合わせ
税務課

（82）2234

町町町町町町町町町町町町町町町町
税税税税税税税税税税税税税税税税
等等等等等等等等等等等等等等等等
滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞
納納納納納納納納納納納納納納納納
整整整整整整整整整整整整整整整整
理理理理理理理理理理理理理理理理

町
税
等
滞
納
整
理
ののののののののののののののののの

取取取取取取取取取取取取取取取取
組組組組組組組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみみみみみみみ
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

取
組
み
に
つ
い
ててててててててててててててててて

税
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
町
税

と
水
道
料
、
下
水
道
使
用
料
、
町

営
住
宅
使
用
料
、
住
宅
新
築
資
金

貸
付
金
な
ど
の
滞
納
者
２
２
１

人
、
滞
納
額
１
６
９
、
３
６
７
千

円
で
す
。 

煙
高
額
、
悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い

て
は
、
財
産
の
差
押
、
給
水
停
止
、

住
宅
明
渡
し
命
令
な
ど
の
措
置
を

講
じ
ま
す
。 

煙
自
動
車
の
差
押
の
た
め
の
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
を
購
入
し
ま
し
た
。
未

収
金
解
消
の
た
め
に
積
極
的
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

差押のためにタイヤロックされた自動車

○
鳥
取
県
地
方
税
滞
納
整
理

機
構
の
設
立

　
平
成
　
年
４
月
１
日
に
、
鳥
取
県

22

と
県
内
全
市
町
村
が
連
携
し
て
、
個

人
住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
税

の
収
入
確
保
を
図
る
た
め
、「
鳥
取
県

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
高
額
又
は
悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い

て
は
、税
務
課
の
職
員
だ
け
で
な
く
、

鳥
取
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
の
職

員
も
一
緒
に
町
税
の
差
押
を
含
む
滞

納
整
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
若
桜
町
滞
納
整
理
対
策
本
部

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
町
税
な
ど
の

未
収
金
の
解
消
に
向
け
て
、
町
長
を

は
じ
め
役
場
の
係
長
職
以
上
を
本
部

員
と
し
て
、
町
税
等
差
押
を
含
む
滞

納
整
理
を
実
施
し
ま
す
。 

煙
滞
納
整
理
の
対
象
は
、
平
成
　
年
21

度
分
ま
で
で
滞
納
と
な
っ
て
い
る
町

県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

平成22年8平成22年8月月 ６

　
若
桜
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会

会
長
　
鎌
谷
　
良
憲
　

　
今
後
の
「
教
育
・
啓
発
」
に
お

い
て
個
別
具
体
的
な
人
権
課
題
の

解
決
に
は
、
同
和
教
育
が
根
底
に

す
え
て
き
た
「
自
ら
の
課
題
」
と

し
て
「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学

ぶ
」
と
い
う
個
別
的
視
点
で
の
取

り
組
み
原
則
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
併
せ
て
人
権
と
い
う
普
遍
的

な
視
点
に
も
力
を
入
れ
、
権
利
の

自
覚
と
、
自
他
の
人
権
尊
重
の
意

識
・
実
践
的
な
態
度
を
培
っ
て
行

く
こ
と
を
、
若
桜
町
同
推
協
で
は

重
要
な
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

人人人人人人人人人人人人人人人人人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

「
同
和
問
題
の
解
決
が
人
権
教
育
・
同
和
教
育
の
柱
」 

　
会
　
　
長
　
鎌
谷
良
憲

　
副
会
長
　
川
上
　
守

　
　
〃
　
　
岡
﨑
周
治

　
事
務
局
長
　
植
嶋
荘
司

【
企
画
部
会
】

　
 部
会
長
　
川
上
　
守

　
 副
部
会
長
　
小
林
玲
子

【
行
政
部
会
】

　
 部
会
長
　
川
戸
伸
二

　
 副
部
会
長
　
新
川
哲
也

【
学
校
部
会
】

　
 部
会
長
　
山
本
光
文

　
 副
部
会
長
　
伊
井
野
早
苗

【
啓
発
部
会
】

　
 部
会
長
　
徳
田
考
重

　
 副
部
会
長
　
永
原
　
聡

【
企
業
部
会
】

　
 部
会
長
　
門
村
裕
明

　
 副
部
会
長
　
西
浦
和
則

　
　
〃
　
　
西
本
　
誠

【
広
報
部
会
】

　
 部
会
長
　
津
川
尚
貴

　
 副
部
会
長
　
矢
部
泰
子

【
会
計
監
査
】

　
 　
　
　
　
　
藤
原
博
文

　
 　
　
　
　
　
谷
口
秀
子

若
桜
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
新
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。 

平平成22年8平成22年8月月７

工事期間
落札金額

消費税含む（円）
落札業者名工事箇所工　事　名

H22. 5.29～H22. 9.3036,225,000こおげ建設㈱若桜若桜小学校体育館耐震補強工事

H22. 7.  6～H22. 9.304,935,000こおげ建設㈱若桜若桜小学校体育館耐震補強附帯工事

H22. 5.20～H22. 8.104,725,000㈲川上工務店屋堂羅
屋堂羅川災害関連（大畑橋橋梁添架）
下水道管移転補償工事（本設工）

H22. 6.  8～H22.11.1922,837,500安全索道㈱ 米樹氷スノーピアリフト整備工事

H22. ７.  ２～H23. 3.10782,250,000㈱ソルコム鳥取支店全域若桜町情報通信基盤整備工事

若桜町公共事業入札結果　４月～６月入札結果（300万円以上）

工事

業務期間
落札金額

消費税含む（円）
落札業者名業務箇所業　務　名

H22. 5.28～H23. 3.313,118,500㈱空間文化開発機構若桜史跡若桜鬼ヶ城跡保存管理計画策定業務

H22. 4.  9～H22. 5.283,894,450
西日本電信電話
株式会社鳥取支店

全域サーバ機器・インターネット接続環境更改業務

業務

　若桜町が行った公共事業（４月１日から６月30日までに入札したもので、１件300万円以上
を対象）の入札結果をお知らせいたします。     
　なお、入札結果は消費税込みの金額です。

デジタル放送の受信についての相談

受付相談専用番号：緯0857（33）4800
・平　日：９：00～21：00

・土日祝：９：00～18：00

総務省　鳥取県テレビ受信者支援センター

（デジサポ鳥取）

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元

総務省や放送局の担当者を語り、
地デジの工事や受信機の設置な
どの費用を騙し取る詐欺が発生し
ています。

こちらから依頼していない工事などに、絶対に
料金を払わないよう注意しましょう。
不審な点があれば役場総務課緯82－2211まで
ご連絡ください。

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

2011年７月で

アナログ放送が
終了します
アナログTV注意報！

このような場面の方は　 　　
地デジの準備をお願いします。

好
で
し
た
。

　
農
地
は
、
個
人
の
重
要

な
財
産
で
あ
る
と
と
も

に
、
食
料
の
生
産
や
環
境

の
維
持
・
保
全
な
ど
社
会

的
に
も
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
を
お
持
ち
の
方

は
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
保
つ
た
め
に
農
地
を

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
農
地
を
適
正
に

管
理
し
て
い
ま
す
か
？

　
６
月
　
日
に
開
催
し
た
、
第
３
回
定
例
会
終
了

14

後
に
、耕
作
放
棄
地
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

農
地
が
い
っ
た
ん
荒
れ
て
し
ま
う
と
、
耕
作
可
能

な
農
地
へ
の
復
旧
に
は
多
大
な
労
力
と
費
用
が
必

要
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
５
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で
行
わ
れ

た
転
作
田
現
地
確
認
に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
兼

ね
て
農
業
委
員
が
立
会
し
、
農
地
が
適
正
に
使
わ

れ
て
い
る
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
パ
ト

ロ
ー
ル
の
結
果
、
農
地
の
利
用
状
況
は
、
概
ね
良

7月13日に農業委員会を開催しました
審議事項
・非農地証明 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 １件
・利用権設定 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 ３件
・農地利用集積円滑化事業規定について

珊

珊

珊

珊

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊

珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊

緯緯緯
問い合わせ

農業委員会事務局
（82）2239
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バタ足をして歓声を上げる子どもたち

  損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損 泳ぐ楽しさ学ぶ親子
平成22年度　キッズ水泳教室

T O
P

C S
I

T O
P

C S
I

　
キ
ッ
ズ
水
泳
教
室
を
７
月
４
日

に
、
わ
か
さ
温
水
プ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
小
学
校
入
学
前
の
園
児
と
保
護

者
を
合
わ
せ
て
、　
名
が
参
加
し
、

22

若
桜
町
体
育
指
導
委
員
の
山
田
静

子
さ
ん
と
わ
か
さ
温
水
プ
ー
ル
指

導
員
の
井
口
敬
治
さ
ん
に
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遊
び
な
が

ら
泳
ぐ
楽
し
さ
や
、
体
を
動
か
す

楽
し
さ
を
感
じ
て
体
力
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
行
い

ま
し
た
。

　
園
児
全
員
が
元
気
な
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
マ
リ
ア
ン
・
シ
ュ
ネ
マ
ン
先
生
は
、
平
成

　
年
７
月
か
ら
２
年
間
、
外
国
語
指
導
助
手

20（
A
L
T
）
と
し
て
町
内
の
小
中
学
校
に
勤

務
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
契
約
期
間
が
終

了
し
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
2
年
間
は
本
当
に
す

ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
若
桜
に
住
み
、
仕
事

を
通
し
て
、
若
桜
の
人
た
ち
と
知
り
合
い
に
な

れ
た
こ
と
は
す
て
き
な
思
い
出
で
す
。
特
に
、

祭
り
や
こ
け
し
作
り
、 
茶
道
、
木
の
家
で
働
い

た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
、
私
が
出
会
っ
た
中
で
最
も
素
敵
な
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
学
べ
た
こ
と
が
一
番
の
思
い

出
で
す
。
私
は
若
桜
を
離
れ
る
こ
と
は
と
て
も

寂
し
い
で
す
が
、
若
桜
は
い
つ
で
も
私
の
心
の

ふ
る
さ
と
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりががががががががががががががががががががととととととととととととととととととととありがとううううううううううううううううううううう
ママママママママママママママママママママリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先マリアン先生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

若
桜
町
の
皆
さ
ま
へ

観客の心に響きわたる 損損損損損損損損損損損損損損損損損損 　
大阪府立淀川工科高等学校吹奏楽部in氷太くん

　
大
阪
府
立
淀
川
工
科
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
i
n

氷
太
く
ん
を
７
月
　
日
に
、
氷
太
く
ん
野
外
特
設
ス

24

テ
ー
ジ
で
観
客
８
２
０
人
を
集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
淀
川
工
科
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
は
、夏
の
甲
子
園

大
会
の
開
閉
会
式
で
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
な
ど
を

始
め
、全
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
々
の
優
秀
な
実
績

を
誇
る
日
本
の
ア
マ
チ
ュ
ア
吹
奏
楽
の
頂
点
に
立

つ
バ
ン
ド
で
す
。吹
奏
楽
部
の
生
徒
２
０
０
人
が
代

わ
る
代
わ
る
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し
６
曲
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。観
客
の
皆
さ
ん
が
指
揮
を
体

験
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、観
客
の
皆
さ
ま
も
一
緒

に
な
っ
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
上
で
は
、各
楽
器
に
よ
る
曲
当
て
ク
イ
ズ
や
顧
問

の
丸
山
先
生
の
楽
し
い
ト
ー
ク
も
あ
り
、楽
し
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
桜
ヶ
丘
中
学
校
吹
奏
楽
部
顧
問
の
横
地
先
生
は
、

「′
　吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
よ
り
」で
指
揮
を

10
さ
れ
、「
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
生
徒
の
み
な

さ
ん
が
真
剣

に
指
揮
者
を

見
て
く
だ
さ

り
、
楽
し
く

で
き
ま
し

た
。」
と
感
想

を
話
さ
れ
ま

し
た
。

すてきな演奏を披露する部員

平平成22年8平成22年8月月９

  損損損損損損損損損損損損損損損 ふうりん列車発車オーライ！
若桜線開業80周年事業「ふうりん列車運行開始」

　
若
桜
鉄
道
夏
の
企
画
列
車
と
し
て「
ふ
う
り

ん
列
車
」の
運
行
を
７
月
７
日
か
ら
始
め
ま
し

た
。

　
昭
和
５
年
に
若
桜
鉄
道
が
開
業
し
て
今
年

で
　
年
を
迎
え
、記
念
行
事
と
し
て
季
節
ご
と

80
に
企
画
列
車
を
考
え
、
こ
の
夏
は
、「
ふ
う
り

ん
列
車
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
ふ
う
り
ん
列
車
は
、風
鈴
を
町
内
外
か
ら
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
約
２
０
０
個
寄
せ
ら
れ
、
若

桜
鉄
道
が
用
意
し
た
も
の
と
あ
わ
せ
る
と
３

５
０
個
を
各
駅
舎
や
車
両
に
飾
り
、９
月
５
日

ま
で
運
行
し
ま
す
。

　
出
発
式
で
は
、車
両
の
先
頭
部
分
に
取
り
付

け
ら
れ
た
　
周
年
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
の
お
披
露

80

目
を
し
た
後
、
保
育
所
、
幼
稚
園
児
ら
が
車
両

に
乗
り
込
ん
で
仕
上
げ
の
風
鈴
を
飾
り
付
け

ま
し
た
。保
護
者
と
一
緒
に
考
え
た
鉄
道
へ
の

思
い
が
書
か
れ
た
自
分
の
短
冊
を
見
つ
け
て

は
喜
ん
で
い
た
園
児
た
ち
で
し
た
。若
桜
幼
稚

園
の
西
川
小
雪
ち
ゃ
ん
は
、「
S
L
さ
ん
い
つ

ま
で
も
走
っ

て
ね
と
お
願

い
し
ま
し

た
。」
と
、
楽

し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま

し
た
。

夏の夜空を彩る花火に歓声！　 損損損損損損損損損損損 
納涼花火大会・土曜縁日

　
若
桜
町
納
涼
花
火
大
会（
若
桜
町
納
涼
花

火
大
会
実
行
委
員
会
主
催
）を
７
月
　
日
に

2４

開
催
し
、打
ち
上
げ
花
火
の
約
１
３
５
０
発

打
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、頭
上
で
花
開

く
迫
力
満
点
の
花
火
は
、若
桜
の
夜
空
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
、山
々
に
こ
だ
ま
す
る
大
き

な
音
と
と
も
に
観
客
か
ら
歓
声
と
拍
手
が

沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
日
駅
前
ひ
ろ
ば
で
開
催
さ
れ
土
用
縁

日
に
は
、
ゆ
か
た
姿
の
方
は
、
く
じ
引
き
な

ど
も
あ
り
、
思
わ
ぬ
景
品
が
当
た
り
、
喜
ぶ

姿
も
見
ら
れ
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
屋
堂
羅
の
三
島
奈
那
美
ち
ゃ
ん

は
、「
く
じ
が
当
た
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
桜
駅
周
辺
に
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
Ｓ
Ｌ
と
花
火
を
カ
メ
ラ
に
収
め

よ
う
と
、多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
も
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

家族連れでにぎわう縁日

町長から感謝状を受け取った豊留連隊長

 損損損損損損損損損損損損損損 自衛隊第８普通科連隊に
感謝状を贈呈

　
若
桜
町
は
５
月
　
日
に
、
発
生
し

30

た
氷
ノ
山
遭
難
者
捜
索
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
、
自
衛
隊
第
８
普
通
科
連

隊
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
自
衛
隊
第
８
普
通
科
連
隊
は
、
町

か
ら
鳥
取
県
に
要
請
し
、
災
害
派
遣

と
し
６
月
２
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で

の
３
日
間
、
岡
山
県
倉
敷
市
の
方
の

救
助
の
た
め
、
連
日
氷
ノ
山
キ
ャ
ン

プ
場
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
雨
や
 雹
 が
ひ
ょ
う

降
り
雷
が
な
る
中
、
氷
ノ
山
一
帯
の

捜
索
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
６
月
　
日
に
、
若
桜
町
長
が
 豊
  留
 

と
よ
 ど
め

30

連
隊
長
に
感
謝
状
を
贈
り
、「
氷
ノ
山

と
い
う
広
範
囲
な
場
所
に
も
関
わ
ら

ず
、
連
日
献
身
的
な
捜
索
を
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

ふうりん列車を見送りする園児たち
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SL運転を楽しむ屋鋪さん

  損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損 若桜鉄道SLを取材
屋鋪 要さん来町

T O
P

C S
I

T O
P

C S
I

　
月
刊
鉄
道
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
取
材
で
元
プ

ロ
野
球
選
手
の
 屋
  鋪
    要
 さ
ん
が
、
若
桜
鉄

や
 し
き
 
か
な
め

道
の
S
L
の
見
学
に
若
桜
町
に
来
ら
れ
ま

し
た
。

　
屋
鋪
さ
ん
は
、月
刊
誌
で
は
２
０
０
８
年

か
ら
日
本
国
内
の
蒸
気
機
関
車
コ
ラ
ム
を

執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
屋
鋪
さ
ん
は
、子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
鉄
道

フ
ァ
ン
で
、
蒸
気
機
関
車
の
撮
影
の
た
め

に
、
全
国
各
地
に
出
向
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、野
球
教
室
を
倉
吉
で
開
催
さ
れ

る
前
に
Ｓ
Ｌ
乗
車
の
た
め
に
、若
桜
に
寄
ら

れ
、「
子
ど
も
の
こ
ろ
に
見
て
憧
れ
て
い
た

S
L
を
、
運
転
出
来
て
感
動
し
ま
し
た
。
Ｓ

Ｌ
を
動
か
さ
れ
た
方
々
の
ご
苦
労
に
感
謝
し

ま
す
。」と
、笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

SL運転体験をするツアー団体

  損損損損損損損損損損損損損 みんなのまち、みんなできれいに
町内一斉美化活動

　
自
分
た
ち
の
集
落
は
自
分
た
ち
で

き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
町
内
一
斉
美

化
活
動
が
７
月
　
日
を
中
心
に
、
多

18

数
の
住
民
の
方
々
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
斉
美
化
活
動
は
、「
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、

各
集
落
周
辺
の
環
境
美
化
を
図
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
こ

の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
暑
い

中
、
集
落
周
辺
の
道
路
や
広
場
、
水

路
の
雑
草
を
と
っ
た
り
、
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を

拾
っ
た
り
し
ま
し
た
。

花壇の草とりなどする上町集落の皆さん

地域の見守り活動を推進中 損損損損損損損損損損損損損損損損損損 
ヤマト運輸（株）と若桜町が中山間集落見守り活動協定締結

　
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
津
山
主
管
支

店
と
若
桜
町
は
、６
月
　
日
中
山
間
集
落

29

の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印

式
を
知
事
公
邸
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
中
山
間
集
落
の
見
守
り
活
動
は
、

平
成
　
年
６
月
　
日
か
ら
平
成
　
年
６

22

29

23

月
　
日
の
１
年
間
（
更
新
有
）
に
セ
ー
ル

28
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
が
配
達
な
ど
の
業
務
中

に
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
異
常
を
発

見
し
た
時
、消
防
や
警
察
に
連
絡
す
る
必

要
が
あ
る
緊
急
時
の
対
応
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
、町
に
通
報
し
た
り
す
る
取
り

組
み
で
す
。こ
の
よ
う
な
早
期
発
見
す
る

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で
、高
齢
者
世
帯

な
ど
の
安
心
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

調印後、協定書を手にする町長ら

平平成22年8平成22年8月月１１

  損損損損損損損 犯罪や非行のない明るい社会を築くために
第60回社会を明るくする運動二町合同研究大会

　
第
　
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

60

動
二
町
合
同
研
究
大
会
が
７
月
　27

日
、
若
桜
町
公
民
館
で
若
桜
町
と

八
頭
町
の
合
同
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
毎

年
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
八
頭
保
護
区
保
護
司

会
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
み
な
さ

訓練の成果を発揮！  損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損 
第56回鳥取県消防ポンプ操法大会

　「
第
　
回
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ
操

56

法
大
会
」
が
７
月
　
日
に
、
米
子
市

18

の
鳥
取
県
消
防
学
校
屋
外
訓
練
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
東
部
地
区
大
会

で
準
優
勝
し
た
若
桜
町
消
防
団
第
２

分
団
が
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

　
第
２
分
団
は
４
月
下
旬
か
ら
約

３
ヶ
月
間
、
平
常
の
仕
事
を
終
え
た

後
に
練
習
を
重
ね
、
八
頭
消
防
署
若

桜
出
張
所
や
地
元
の
消
防
職
員
の
方

の
指
導
や
家
族
の
協
力
も
あ
り
、
当

日
は
炎
天
下
の
中
、
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
す
ば
ら
し
い
操
法
を
披
露
し

ま
し
た
。

ポンプ操法で放水する団員

●
 出
場
選
手
（
敬
称
略
）

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
指
　
揮
　
者
　
　
川
戸
　
康
之

　
１
　
番
　
員
　
　
古
田
　
和
博

　
２
　
番
　
員
　
　
木
下
　
雅
弘

　
３
　
番
　
員
　
　
大
石
　
洋
一

　
４
　
番
　
員
　
　
中
嶋
　
　
圭

　
吸
管
補
助
員
　
　
川
上
　
和
彦

ま
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
若

桜
駅
前
か
ら
公
民
館
ま
で
の
広
報

パ
レ
ー
ド
、
二
町
の
中
学
生
に
よ

る
意
見
発
表
、
鳥
取
保
護
観
察
所

所
長
に
よ
る
ご
講
演
、
広
報
ビ
デ

オ
の
上
映
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
は
町
民
み
な

さ
ま
か
ら
の
「
愛
の
協
力
募
金
」

と
し
て
い
た
だ
い
た
賛
助
金
を
も

と
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

鳥取保護観察所所長による講演

暑い中、明るい社会へと広報パレード

ポンプ操法の開始
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たなかさんと絵を
楽しむ園児たち

  損損損損損損損損損損損 童画と癒しの楽曲に酔いしれながら
「たなかかおる童画展in WAKASA」閉幕

　
６
月
　
日
か
ら
７
月
　
日
ま
で

15

19

た
く
み
の
館
で
「
た
な
か
か
お
る

童
画
展
 ｉ
ｎ
 Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
」を

開
催
し
、
約
１
、
５
０
０
人
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。
若
桜
幼
稚
園

の
子
ど
も
た
ち
は
、
た
な
か
さ
ん

と
一
緒
に
作
品
を
見
て
ま
わ
り
、

若
桜
の
子
ど
も
た
ち
を
想
像
し
て

描
い
た
作
品
を
見
学
し
な
が
ら
、

た
な
か
さ
ん
が
画
に
こ
め
た
思
い

な
ど
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
　
日
に
は
関
連
イ
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ベ
ン
ト
と
し
て
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
「
ジ
ャ
ス
ミ

ン
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
三
百
田
氏

コンサートを
楽しむ来場者

人権問題公開学習講座 損損損損損損損損損損損損損損損損損損損 
 根  安  村  鹿  皮  騒  動 の 顛  末 
ね やす むら しか がわ そう どう てん まつ

　
第
１
回
人
権
問
題
公
開
学
習

講
座
を
７
月
１
日
に
同
推
協
会

員
、
集
落
同
和
教
育
推
進
員
、
町

民
の
方
　
名
が
参
加
し
て
、
若
桜

55

町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
最
初
の
テ
ー
マ
を

鳥
取
県
立
博
物
館
に
眠
る
古
文

書
か
ら
、
江
戸
後
期
に
若
桜
で
発

生
し
た
鹿
皮
騒
動
に
つ
い
て
、
わ

か
さ
生
涯
学
習
情
報
館
の
入
江

宜
明
館
長
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
そ
の
年
は
、 希
 に
み
る
大
雪
で

ま
れ

９
頭
の
鹿
が
捕
獲
さ
れ
、
そ
の
鹿

皮
を
め
ぐ
る
争
い
の
様
子
を
難

解
な
古
文
書
を
読
み
な
が
ら
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江戸中期にタイムスリップ

住
宅
で
行
わ
れ
、
３
０
０
人
近
い

人
々
が
癒
し
の
楽
曲
に
酔
い
し
れ

ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん

だ
来
場
者
の
皆
さ
ま
は
童
画
展
で

お
気
に
入
り
の
童
画
や
絵
は
が
き

を
見
な
が
ら
、
心
温
ま
る
作
品
た

ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
、
鹿
は
農
作
物
を
食
い
荒
ら

す
害
獣
で
す
が
、
そ
の
当
時
、
鹿

皮
は
１
頭
銀
　
匁
（
現
在
の
貨
幣

10

価
値
に
す
る
と
約
３
万
円
か
ら
５

万
円
）
と
集
落
に
と
っ
て
貴
重
な

収
入
源
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
双
方
、
権
利
を
主
張
す
る
中
、

約
１
ヶ
月
間
、
藩
役
人
に
よ
っ
て

取
り
調
べ
が
行
わ
れ
関
係
者
７
名

が
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　
そ
の
内
容
は
、
根
安
村
４
名
に

は
村
預
け
と
注
意
処
分
、
高
野
村

３
名
に
は
手
錠
打
ち
、
牢
獄
行
き

と
皮
革
の
処
分
の
権
利
を
あ
い
ま

い
に
し
た
不
可
解
な
処
分
で
し
た
。

　
そ
こ
に
は
作
ら
れ
た
身
分
社
会

の
構
図
が
あ
り
、
現
在
の
社

会
と
通
ず
る
も
の
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
講
座
で

し
た
。

　
今
回
の
講
座
に
は
、
鳥
取

市
や
八
頭
町
か
ら
参
加
さ

れ
た
方
も
あ
り
、
地
域
の
歴

史
と
人
権
の
つ
な
が
り
に

関
心
が
高
い
こ
と
が
伺
え

ま
し
た
。
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「
感
動
し
た
」

た
な
か
か
お
る
童
画
展

　
６
月
　
日
か
ら
７
月
　
日
ま

15

19

で
、
若
桜
郷
土
文
化
の
里
「
た

く
み
の
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
鳥

取
市
の
童
画
家
た
な
か
か
お
る

さ
ん
の
童
画
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
期
間
中
は
１
２
０
０
人
の
方

に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
き
れ
い
な
色
彩
、
夢
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
、
い

つ
し
か
子
ど
も
の
こ
ろ
の
夢
の

中
に
入
っ
て
い
る
気
持
ち
で
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に

勉
強
も
せ
ず
夕
方
ま
で
遊
び
よ

く
父
母
に
怒
ら
れ
た
事
も
思
い

出
し
ま
し
た
。

　
私
は
た
な
か
さ
ん
の
出
版
さ

れ
た
「
あ
と
り
絵
の
窓
か
ら
」

を
早
速
購
入
し
、
一
気
に
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
い

間
の
病
院
生
活
に
中
で
苦
し

か
っ
た
こ
と
、
寂
し
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち

を
題
材
に
し
た
童
画
を
描
き
、

見
事
に
病
気
と
の
戦
い
も
克
服

し
、
現
在
は
自
分
の
ア
ト
リ
エ

で
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
に
当

た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
あ
と
り

絵
の
窓
」
を
読
み
、
そ
の
苦
労

に
涙
が
出
る
と
と
も
に
た
な
か

さ
ん
の
生
き
方
に
感
動
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
は
、
６
月
　
日
に
は
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ジ
ャ
ス
ミ
ン
、
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
詰

め
か
け
ま
し
た
。
最
終
日
の
７

月
　
日
に
は
町
内
の
皆
さ
ま
　

19

30

人
が
、
た
く
み
の
館
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
集
い
、
た
な
か
さ
ん
の

作
品
と
た
な
か
か
お
る
さ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
」
の
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
ま
す
。こ
う
し
て
、

「
た
く
み
の
館
」
で
い
ろ
い
ろ

な
催
し
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
外
の
方
々
が
、
若
桜
鉄

道
を
利
用
さ
れ
た
り
、
道
の
駅

に
寄
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
鳥
取
市
で
活
躍
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
芸
術
家
の
作
品
の

展
示
や
芸
能
グ
ル
ー
プ
な
ど
呼

ん
で
若
桜
の
文
化
の
向
上
に
も

努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。地

域
貢
献

中
一
建
設
、
竹
内
組

（
八
頭
町
）

　
中
一
建
設
が
、
国
の
登
録
有

形
文
化
財
の
若
桜
橋
の
修
繕
工

事
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ

の
程
、
工
事
に
関
連
し
て
地
域

貢
献
で
き
れ
ば
と
役
場
上
手
の

親
水
公
園
を
き
れ
い
に
清
掃
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
竹
内
組
（
八
頭
町
）

は
、
屋
堂
羅
中
村
の
河
川
災
害

復
旧
の
流
路
工
の
工
事
が
終
了

し
た
の
を
機
に
、
７
月
　
日
屋

10

堂
羅
集
落
内
に
イ
ワ
ナ
の
放
流

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
は
、
屋
堂
羅
集
落
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
ニ
ジ
マ
ス
を

放
流
し
て
つ
か
み
取
り
も
行

わ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
、久
々

に
川
の
水
と
魚
の
つ
か
み
取

り
に
大
満
足
で
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
工
事
請
負
業

者
の
皆
さ
ま
が
、
地
域
の
中

で
工
事
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

で
、
何
か
少
し
で
も
役
に
立

て
ば
と
、
地
域
貢
献
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
深
く
感
謝
致

し
ま
す
。

子どもたちと一緒にイワナを放流する町長

きれいに清掃された親水公園
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７
月
７
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程

で
、
若
桜
中
学
校
１
年
生
９
名
が
参
加

し
、「
中
１
　
通
学
合
宿
」
を
旧
寄
宿
舎

に
お
い
て
若
桜
町
教
育
委
員
会
主
催
に

よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
通
学
合
宿
は
、
昨
年
に
引
き

続
き「
学
び
の
生
活
習
慣
づ
く
り
合
宿
」

と
し
ま
し
た
。

　
学
校
か
ら
帰

る
と
、
す
ぐ
に

学
習
に
取
り
か

か
り
ま
す
。
リ

ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
し
て

学
習
を
し
ま
し

た
。
初
日
は
部

活
動
が
な
い
日

だ
っ
た
た
め
約
３
時
間
、
２
日
目
は
部

活
動
か
ら
帰
り
、
約
２
時
間
程
度
学
習

時
間
が
確
保
で
き
ま
し
た
。

　
食
事
に
つ
い
て
は
、
毎
年
ロ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
協

力
者
の
小
野
五
さ
ん
、
森
岡
則
明
さ
ん

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

仕
事
の
分
担
を
決
め
て
、
手
際
よ
く
準

備
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
、「
集
中
し
て
学
習

で
き
た
。
家
庭
で
も
集
中
し
て
取
り
組

み
た
い
。」「
学
習
習
慣
が
身
に
つ
い

た
。」「
大
学
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
学

習
が
は
か
ど
っ
た
。」と
い
っ
た
感
想
を

持
ち
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
充
実
し

た
中
学
校
生
活
を
送
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

集中して学習

学
び
の
生
活
習
慣
づ
く
り
合
宿

～
中
学
１
年
生
 通
学
合
宿
～

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼

眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

楽しい食事の準備

基
礎
も
身
に
つ
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
毎
月
の
が
ん
ば
り
目
標
を
掲
げ
て
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
表
「
げ
ん
き
っ
こ
カ
ー
ド
」
の
配
布
、

保
幼
小
中
が
合
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
ノ
ー

テ
レ
ビ
タ
イ
ム
な
ど
園
と
家
庭
・
地
域
と
が

互
い
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
基
本
的
な
生
活

の
習
慣
の
定
着
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
方
か
ら
は
、
毎
月
、
た
く
さ
ん

の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　
幼
児
期
は
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る

と
て
も
大
切
な
時
期
で

す
。
保
育
所
と
保
護
者
が

一
体
と
な
っ
て
、
豊
か
な

心
と
元
気
な
体
の
育
ち
を

培
い
、
社
会
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
い

け
る
よ
う
に
６
つ
の
柱
を
基
に
様
々
な
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
、
習
慣
づ
け
る
こ
と
で
心
も
か
ら
だ

も
い
き
い
き
育
っ
て
い
く
と
共
に
学
習
習
慣
の

　若桜保育若桜保育所所54

げんきっこカードより
・朝ご飯はしっかり食べます

が、バランスがいまいちです

ね。これは親の方の責任で

す。頑張ります。

・近所の人に「おはよう」と言わ

れて自然に「おはようございま

す」と答えていたのでびっくり

しました。以前はなかなか言え

なかったのに・・・。

ノーテレビタイムより
・食事中にテレビを消すと家族

の会話が弾み、コミュニケー

ションがとれました。

・９時にはきまりよく寝ること

ができた。

・テレビを見ない間は絵本を読

んだり、保育所であったこと

を話したり、親子で遊んで過

ごしました。

・体を動かして遊ぶ時間が増え

早く寝てくれるようになりま

した。

１，しっかり朝食を食べよう

　　（集中力・持続力を生みます。）

２，あいさつをしよう

　　（思いやりや感謝の心が育ちます）　

３，本を読もう

　　（読み聞かせが心の栄養になります）

４，元気に外で遊ぼう

　　（実体験が生きる力になります。）　

５，長い時間テレビを見るのをやめよう

　　（ノーテレビタイムを設けて読書・団らん）

６，たっぷり寝よう

　　（早寝・充分な睡眠は翌朝の目覚め・意

欲・集中力の源）

　
保
育
所
で
は
、
今
年
度
、「
子
育
て

王
国
と
っ
と
り
事
業
」
と
し
て
の
「
幼

児
版
　

心
と
か
ら
だ
い
き
い
き
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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今月の言葉　子どもたちの　かがやく未来　人権学習
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ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
、
勝
っ
た
、
負
け
た
、
上
手
、
下

手
、
と
い
っ
た
結
果
や
技
術
を
重
視
す
る
風
潮
が
あ
る
。

　
大
切
な
の
は
心
の
教
育
だ
。

　
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
で
自
分
を
信
じ
る
力

が
つ
き
、
コ
ー
チ
や
先
輩
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
目

上
を
敬
う
心
が
育
ち
、
ま
た
仲
間
と
活
動
す
る
こ
と
で
思
い

や
り
が
生
ま
れ
る
。

　
そ
う
し
た
心
を
学
ぶ
こ
と
で
、
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
育
ま
れ
、
そ
れ
が
社
会
で
生
き
る
力
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
こ
の
「
社
会
力
」
を
育
成
す
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
ス
ポ
ー
ツ
と
触
れ
あ
う
機
会
を
広
げ
て

ほ
し
い
。

　
た
と
え
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
く
て
も
試
合
を
見
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
話
を
す
る
の
で
も
い
い
。

　
選
手
の
が
ん
ば
り
や
華
麗
な
プ
レ
ー
を
見
た
り
聞
い
た

り
読
ん
だ
り
す
る
だ
け
で
も
、
そ
こ
か
ら
元
気
や
感
動
が
得

ら
れ
る
。

　
そ
う
い
う
体
験
を
多
く
す
る
こ
と
が
、
人
と
し
て
豊
か
に

生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

�/�P��

������

「
社
会
力
の
育
成
を
」

　６月の健康づくり・人づくりの会では、西山音楽教
室の西山和子先生をお招きし「体を動かし楽しく歌お
う」と題してみんなで歌の練習をしました。
　最初は参加者の多くは、声が出ず小さな声での合唱
でしたが、ゲーム感覚で歌に合わせ体を動かすことに
よって徐々に腹の底から大きな声が出るようになり
ました。
　およそ15曲を歌い閉会となりましたが、歌い終えた
後の皆さんの笑顔が印象的でした。
　７月の健康づくり・人づくりの会では、明穂整形外
科　明穂政裕院長を講師に迎え「笑って泣いて健康長

寿」～いつまでも　あなたの足腰　健やかに～、と題して講演していただきました。
　会場には、明穂政裕院長の話しを聞こうと、地区内外から25名もの方が来場されました。
　講演の中で、健康で長寿を迎えるには、少しでも動き・
頭で考え・笑い、泣き・奉仕の心を持つことだとご教示
いただきました。
　笑い、泣く事により、セロトニンという細胞が多く生
まれストレスによって生じるコルチゾール細胞に打勝
つ事が出来るとのことでした。
　１時間30分の講演でしたが、最初から最後まで笑い声
の絶えないすばらしい時間を過ごすことが出来ました。

みみんなで大きく腹の底から楽しく歌っていまみんなで大きく腹の底から楽しく歌っていますす

独特の話術による講独特の話術による講演演
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７
月
３
日
、
若
桜
町
公
民
館
で
は
恒
例
の
「
七
夕
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、　
名
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
皆
さ

45

ん
が
集
ま
り
、
短
冊
に
願
い
事
を
書
き
、
笹
に
結
ん
で

飾
り
付
け
ま
し
た
。
短
冊
に
は
、「
バ
レ
ー
で
コ
ー
ト

に
入
れ
ま
す
よ
う
に
」「
足
が
早
く
な
り
ま
す
よ
う
に
」

「
歌
手
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
」な
ど
い
ろ
い
ろ
な
願
い

事
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
み
ん
な
で
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
の
歌
を
歌

い
、
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
も
こ
も
こ
」
に
よ
る

「
た
な
ば
た
も
の

が
た
り
」
の
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
・
ブ

ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
シ

ア
タ
ー
・
紙
芝
居
・

読
み
聞
か
せ
な
ど

を
見
た
り
聞
い
た

り
、
幻
想
的
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
若
桜
町
公
民
館
で
は
初
め
て
の「
集
落
出

前
講
演
会
」
を
７
月
８
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
内
町
公
民
館
を
会
場
に
、赤
松
老
人
ク

ラ
ブ
　
名
が
参
加
し
、「
赤
松
の
昔
を
中
心

22

と
し
た
歴
史
」
の
講
演
を
、
入
江
公
民
館
長

が
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、自
宅
か
ら
よ
り
近
い
場

所
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
、各
集
落
の

公
民
館
で
講
演
会
を
企
画
し
て
も
ら
う
た

め
講
師
紹
介
や
派
遣
を
行
う
事
業
で
す
。

　「
こ
ん
な
講
演
が
聞
き
た
い
」「
こ
ん
な
講

師
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
公
民
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短
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短
冊
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

　
　

願
い
を
こ
め
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
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演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演

集
落
出
前
講
演
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

た
「
馬
橋
」
か
ら
入

江
公
民
館
長
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
、

１
時
間
　
分
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

30

　
昔
、若
桜
に
も
牢
が
あ
っ
た
こ
と
、

荷
物
を
鳥
取
ま
で
運
ぶ
の
に
船
で
川

を
下
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
聞
き
、
子
ど

も
た
ち
は
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
公
民
館
手
芸
ク
ラ
ブ
員

の
皆
さ
ん
の
指
導
で
、
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
の
小
物
入
れ
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

ア
イ
デ
ア
を
ひ
ら
め
か
せ
、
個
性
的

で
ス
テ
キ
な
小
物
入
れ
が
出
来
上
が

り
、
得
意
げ
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
は
今
後
も
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

ま
す
。

若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
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道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道

若
桜
の
昔
の
道
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

歩
っ
て
み
よ
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
 榎
ナナ
テ
ィ
キ
ッ

 ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズズ

　
今
年
度
の
ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

は
「
な
ん
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
」
で

す
。
若
桜
小
学
校
１
年
～
６
年
ま
で

の
　
名
が
、
青
少
年
育
成
ア
ド
バ
イ

25
ザ
ー
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
い
ろ
い
ろ
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
す
。

　
第
１
回
目
の
７
月
　
日
に
は
、「
若

10

桜
の
昔
の
道
を
歩
っ
て
見
よ
う
」
と

い
う
こ
と
で
、
昔
の
若
桜
の
入
り
口

か
ら
浅
井
の
番
所
跡
ま
で
歩
き
ま
し

た
。

　
ま
ず
、公
民
館
で
出
発
式
を
行
い
、

郡
家
警
察
署
の
お
巡
り
さ
ん
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
生
活
の
安
全
と
遊
び
の

き
ま
り
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。そ
の
後
、若
桜
の
入
り
口
だ
っ
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清
流
を
覗
く
谷
間
に
山
い
ち
ご

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 中
島
　
寿
道

し
っ
か
り
と
し
た
子
に
親
が
叱
ら

れ
る
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
 竹
口
　
清
信

コ
ン
ビ
ニ
も
無
い
が
綺
麗
な
川
が

あ
る
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
 藤
原
　
鬼
桜

臥
し
て
な
お
母
は
や
っ
ぱ
り
母
で

あ
る
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
 岡
崎
　
彰
夫

俳
　
句
　（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

明
滅
に
偲
ぶ
蛍
の
息
づ
か
ひ

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 西
尾
　
青
雨

十
薬
の
残
る
香
り
の
爪
を
切
る

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 中
村
　
節
枝

花
菖
蒲
休
耕
田
に
咲
き
誇
り

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 山
根
　
里
江

初
夏
の
風
香
り
乗
せ
く
る
お
茶
工

房
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 坂
口
　
仲
子

夏
蝶
の
風
を
か
は
し
て
低
く
舞
ふ

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 谷
口
　
裕
子

俳
　
句
　（
鶴
尾
句
会
）

浴
衣
着
て
新
し
く
な
る
夜
の
風

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 山
本
　
小
品

川
の
面
に
千
の
蕾
の
夏
椿

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 岡
田
よ
し
子

か
た
つ
む
り
葉
裏
の
黙
を
解
き
に

け
り
 榎

榎
榎
榎
榎
榎
 田
島
　
富
子

ほ
た
る
烏
賊
水
の
暗
さ
を
解
き
に

け
り
 榎

榎
榎
榎
榎
榎
 谷
口
　
裕
子

古
民
家
の
ピ
ア
ノ
の
し
ら
べ
涼
や

か
に
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
 盛
田
　
紘
子

塩
焼
き
の
岩
魚
の
反
り
や
旅
の
膳

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 竹
本
　
光
子

川
　
柳
　（
さ
く
ら
吟
社
）

し
っ
か
り
と
老
い
を
自
覚
し
世
を

渡
る
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
 植
田
み
の
る

貯
め
た
金
し
っ
か
り
使
い
逝
く
つ

も
り
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
 車
井
　
信
恵

雨
の
ち
晴
れ
人
生
の
海
漕
い
で
ゆ

く
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 門
村
　
千
代

ト
リ
ッ
ク
が
過
ぎ
て
化
粧
が
は
が

れ
出
す
 榎
榎
榎
榎
榎
 蔵
本
　
悦
子

清
流
を
お
よ
ぐ
鯉
み
な
美
男
美
女

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 中
田
　
房
江

生
き
抜
い
て
ゆ
く
喜
び
に
初
夏
の

風
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 茗
荷
　
き
み

涼
し
げ
な
瀬
音
に
鯉
が
跳
ね
返
る

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 盛
田
　
夢
路

清
流
に
ホ
タ
ル
飛
べ
よ
と
子
等
は

待
つ
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
 石
岡
せ
つ
子

あ
の
家
に
し
っ
か
り
者
の
嫁
が
来

た
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 西
谷
　
幸
子

日
々
楽
し
老
い
を
忘
れ
て
趣
味
に

生
き
 榎

榎
榎
榎
榎
榎
 谷
口
　
史
子

天
国
の
亡
夫
と
手
を
取
り
散
歩
す

る
 榎

榎
榎
榎
榎
榎
榎
 土
岐
　
昌
子

た
ま
に
会
う
顔
は
律
儀
に
老
け
て

い
る
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
 永
原
　
昌
鼓

捨
て
よ
う
と
思
え
ば
捨
て
る
物
が

な
い
 榎

榎
榎
榎
榎
榎
 藤
原
美
智
恵

拾
い
物
見
合
い
で
決
め
た
我
が
女

房
 榎

榎
榎
榎
榎
榎
榎
 藤
原
　
康
秋

郷

土

文

芸
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新
人
議
員
を
囲
ん
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

第第
４
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大

第
４
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学学

　
７
月
　
日
、
今
年
２
月
に
行
わ

15

れ
た
若
桜
町
議
会
議
員
選
挙
で
初

当
選
さ
れ
た
中
村
敏
明
議
員
・
山

本
晴
隆
議
員
・
前
住
孝
行
議
員
を

迎
え
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
中
島
級
長
の
挨
拶
の
後
、
３
名

の
議
員
の
「
若
い
人
に
も
町
政
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
町
民
が

共
に
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
せ
、

若
桜
に
活
気
が
取
り
も
ど
せ
る
よ

う
な
政
策
に
取
り
組
み
た
い
」
な

ど
の
抱
負
に
対
し
、
寿
大
学
生
か

ら
は
、「
独
居
老
人
が
多
く
な
り
、

村
の
総
事
に
も
支
障
が
出
て
い

る
。
町
の
環
境
整
備
な
ど
清
掃
活

動
も
高
齢
化
し
大
変
だ
。
行
政
・

関
係
機
関
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
議
員
が
先

頭
に
立
っ
て
指
導
・
指
示
が
で
き

な
い
か
」「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
町
民
を
見
か
け
た
ら

一
声
か
け
、
我
々
と
心
を
一
つ
に

し
て
若
桜
町
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
質
問
や
要
望

が
で
ま
し
た
。

　
最
後
に
議
員
か
ら
は
、「
多
く

の
夢
や
理
想
を
持
っ
て
い
る
。
今

後
も
皆
さ
ん
の
ご
指
導
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
若
桜
町
の
た
め
に

が
ん
ば
り
た
い
。」
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

  新
議
員
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
第
５
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学

は
、
８
月
　
日
（
木
）
に
「
若
桜

26

神
社
大
祭
の
由
来
」
と
題
し
て
谷

川
輝
久
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時
休休休休休休休休休休休休休休休休
館館館館館館館館館館館館館館館館

臨
時
休
館
ののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせ

　
お
盆
の
８
月
　
日
（
金
）・
　
日

13

14

（
土
）・
　
日
（
日
）
は
若
桜
町
公

15

民
館
・
中
原
分
館
と
も
に
臨
時
休

館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新　　着　　図　　書 　　　　　　　　　　　　　2010．6．30まで
鈴木　秀子・子どもを傷つける親癒す親≪　文　学　≫

イシュトバン　バンニャイ・ズーム湊　かなえ・夜行観覧車

キット　タケナガ・日本の棚田中島　京子・小さいおうち

リサ　ヴォート・メモで身につく日常英語帚木　蓬生・ソルハ

≪　ヤングアダルト　≫皆川　博子・少女外道

須藤　靖貴・どまんなか　１・２山田　悠介・メモリーを消すまで（上・下）

小林　深雪・大人への階段今野　敏・禁断

ロイド　アリグザンダー・ウェストマーク戦記１～３久坂部　羊・神の手（上・下）

≪　児　童　書　≫百田　尚樹・影法師

どりむ社編・絵でわかる「語源」加藤　廣・求天記

富山　和子・川は生きている鈴木　英治・忍び音

今森　光彦・雑木林のおくりもの門井　慶喜・血統（ペディグリー）

真珠　まりこ・生きものがきえる西村　京太郎・母の国から来た殺人者

安房　直子・ひぐれのお客道尾　秀介・月の恋人

≪　絵　本　≫澤田　ふじ子・奇妙な賽銭

今江　祥智・ねこじたなのにお茶がすき姜　尚中・母

石津　ちひろ・おやおや、おやさい高橋　克彦・鬼九郎狐月剣

渡辺　有一・ねこのはなびや山本　幸久・ヤングアダルトパパ

シゲリ　カツヒコ・カミナリこぞうがふってきた森村　誠一・遺書配達人

きむら　ゆういち・ボクらはオコジョのおまわりさんダニエル　キイス・預言

のむら　さやか・かんかんかんキム　ヒョンジュン・アイリス　１～３

田島　征三・こやぎがめえめえ≪　そ　の　他　≫

≪　郷　土　≫落合　恵子・絵本処方箋

若桜宿まちづくり協議会・わたしたちの町「若桜宿」辛坊　治郎・日本経済の真実

高野　実・戦争の後始末佐々木　俊尚・電子書籍の衝撃

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。
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 わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り
 

　
　
　
　
　
毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日
　
　
毎
週
月
、
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分
　
　
　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

10

30

18

30

12

00

20

00

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

◎
小
学
生
水
泳
教
室

　
カ
エ
ル
コ
ー
ス

　
７
日
・
　
日（
土
）
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時
　
分
～
　
時
　
分
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40
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30

　
イ
ル
カ
コ
ー
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７
日
・
　
日（
土
）
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時
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シ
ャ
チ
コ
ー
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７
日
・
　
日（
土
）
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分
～
　
時
　
分
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日
・
　
日（
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）
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時
　
分
～
　
時
　
分
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40
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30

　
ク
ジ
ラ
コ
ー
ス
　

　
７
日
・
　
日（
土
）

21

　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

11

40

12

30

　
　
日
・
　
日（
木
）

12

26

　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

17

40

18

30

8
月
の
予
定

お盆の営業について
13日（金）→10:30～18:30
14日（土）→通常営業
15日（日）→通常営業　
16日（月）→10:30～18:30
17日（火）→休館日

よろしく願います。

夏休み、小中学生
無料利用について

期　間　夏休み期間中

時　間　１３：００～１６：００

その他　小学生は無料パス・中学生は生

徒手帳を受付に提出してくだ

さい。

　　　　ルールを守って楽しく泳ぎま

しょう！

★★ 榎榎榎榎榎榎榎榎榎 ★★
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「
高
齢
者
の
脱
水
」

図１

「
お
茶
を
飲
む
と
ト
イ
レ
に
行
く
の

で
飲
み
た
く
な
い
」
と
言
わ
れ
る
方

は
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
水
分

を
ひ
か
え
る
と
、
気
づ
か
な
い
う
ち

に
「
脱
水
」
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
水
分
は
、
体
の
筋
肉

の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
年
を

取
る
と
筋
肉
の
量
が
減
る
た
め
、
若

い
こ
ろ
ほ
ど
水
分
が
蓄
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に

く
い
な
ど
の
理
由
で
、
高
齢
者
は
特

に
脱
水
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

〈
脱
水
の
症
状
〉

　
脱
水
に
な
る
と（
図
１
）の
よ
う
な

症
状
が
出
て
き
ま
す
が
、
さ
ら
に
悪

化
す
る
と
熱
中
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳

梗
塞
な
ど
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、普
段
か
ら
の
予
防
が
大
切
で
す
。

〈
脱
水
の
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま
め

に
お
茶
、
水
、
牛
乳
、
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
で
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
コ
ッ

プ
（
約
１
５
０
ｃ
ｃ
）
な
ら
、
１
日

８
～
９
杯
位
が
目
安
で
す
。

②
畑
に
出
た
り
外
出
す
る
時
は
、
水

筒
を
持
っ
て
出
ま
し
ょ
う
。

③
三
度
の
食
事
を
き
ち
ん
と
食
べ
ま

し
ょ
う
。

④
入
浴
は
ぬ
る
め
に
入
り
、
長
湯
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
介
護
の
悩
み
や
心
配
ご
と
、
健
康

や
福
祉
、
医
療
に
関
す
る
相
談
は
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
倆
２
２
０

82

９
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
女
性
特
有
の
が
ん

で
、
近
年
　
歳
代
で
発
症
す
る
人
が

20

急
増
し
て
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ

Ｖ
）
に
長
期
間
感
染
す
る
こ
と
で
発

症
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
行
為
で
感
染
し

ま
す
。

　
従
っ
て
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に

は
、
感
染
す
る
前
の
　
歳
代
前
半
に

10

予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
が

有
効
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
こ
の
度
、
次
世
代
を
担
う
中

学
生
女
子
を
子
宮
頸
が
ん
か
ら
守
る

た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
、
任
意
接
種
の

た
め
接
種
費
用
が
医
療
機
関
で
異
な

り
、
１
回
約
１
５
、
０
０
０
円
で
、

接
種
は
３
回
で
す
。
費
用
は
原
則
個

人
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
よ

り
1
回
あ
た
り
５
、
０
０
０
円
を
町

が
助
成
し
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
を
予

防
す
る
た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
　
歳
を
過
ぎ
た
ら
年
１
回
は

20

必
ず
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
〉

　
　
歳
以
上
を
対
象
に
肺
炎
球
菌
ワ

75
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
未
接
種
の
方
に
は

再
通
知
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機

会
に
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー（
緯
　
倆
82

２
２
１
４
）へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

子子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ンン

接
種
費
用
一
部
助

　
　

接
種
費
用
一
部
助
成成

焼杉細工で作ったドアプレート

　
み
な
さ
ん
は
響
の
森
で
創
作
体
験

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
響
の

森
で
は
、
草
花
や
木
の
実
な
ど
を

使
っ
た
創
作
体
験
が
出
来
ま
す
。
こ

れ
ら
は
イ
ベ
ン
ト
の
日
は
も
ち
ろ

ん
、
十
名
以
上
の
団
体
で
事
前
に
申

込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
以

外
の
日
に
も
出
来
ま
す
。

　
二
十
種
類
以
上
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
の

中
か
ら
一
つ
、「
焼
杉
細
工
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
こ
れ
は
板
の
表
面
を
焼

き
、木
の
実
で
飾
り
つ
け
た
り
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ド
ア
プ
レ
ー
ト
を
作

る
も
の
で
す
。
こ
の
と
き
使
う
板
は

若
桜
の
杉
板
で
、
飾
り
に
使
う
木
の

実
も
氷
ノ
山
で
採
れ
た
も
の
と
い

う
、
実
は
こ
っ
そ
り
と
若
桜
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
創
作
体
験
だ
っ
た
り
し

ま
す
。
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
火
を
扱
っ

た
り
ブ
ラ
シ
で
磨
い
た
り
と
色
々
な

工
程
が
あ
る
の
で
、
学
校
行
事
の
創

榎焼杉細工
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平平成22年8平成22年8月月

作
体
験
と
し
て

も
人
気
な
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
た
だ
、
実
施
す
る
当

の
子
ど
も
た
ち
は
、
友
だ
ち
に
「
先

に
や
っ
て
」
と
、
火
を
怖
が
っ
て
な

か
な
か
バ
ー
ナ
ー
に
手
が
出
な
い

こ
と
も
。
そ
れ
で
も
普
段
バ
ー
ナ
ー

を
扱
う
こ
と
が
な
い
た
め
、
あ
と
か

ら
「
怖
か
っ
た
け
ど
焼
く
の
が
一
番

楽
し
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
「
き
ち
ん

と
使
え
ば
安
全
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
た
子
も

お
り
、
何
回
も
言
わ
れ
る
よ
り
、
一

回
体
験
し
た
ほ
う
が
響
く
ん
だ
な

と
改
め
て
思
わ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
「
焼
杉
細
工
」
で
す

が
、
８
月
　
日
（
土
）
に
響
の
森
で

21

体
験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
夏
休

み
終
了
直
前
、
ま
だ
工
作
が
終
わ
っ

て
な
い
方
に
は
う
っ
て
つ
け
？
ぜ

ひ
作
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館
　
響
の
森

自
然
解
説
専
門
員
　
木
村
歩

タ
ク
シ
ー
の
代
替
え
と
し
て
過
疎

地
有
償
運
送
を
開
始
し
て
い
ま
す

　
平
成
　
年
４
月
よ
り
タ
ク
シ
ー
の
代

22

替
え
と
し
て
過
疎
地
有
償
運
送
（
ア
シ

楽
号
）
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
通
院
・

買
い
物
な
ど
で
移
動
に
お
困
り
の
方
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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料金4005006007008009001,0001,200

発
着
地

そ
の
他

来
見
野
・
長
砂
・
糸
白
見

諸
鹿
・
湯
原
・
根
安

須
澄
・
渕
見

岩
屋
堂
・
栃
原

中
原
・
加
地
・
大
野
・
茗
荷
谷

小
船
・
吉
川
・
 
米

落
折

氷
ノ
山
ふ
れ
あ
い
の
里

若
桜
町
職
員
採
用
試
験

第
1
次
試
験

▼
と
　
き
＝
９
月
　
日
（
日
）

19　
８
：
　
～
　
：
　

30

14

00

▼
と
こ
ろ
＝
八
頭
町
立
中
央
中
学
校

▼
職
　
種
＝
一
般
事
務
　
若
干
名

　
　
　
　
　
保
健
師
　
　
１
名

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
　
年
４
月
２
日
～

50

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

▼
試
験
内
容
＝
教
養
試
験
、
事
務
適
正

検
査
、
職
場
適
応
性
検
査
、
作
文

受
験
申
し
込
み

▼
受
験
案
内
配
布
場
所
＝
若
桜
町
役
場

総
務
課
・
若
桜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
鳥

取
県
町
村
会
事
務
局

▼
提
出
先
＝
若
桜
町
役
場
総
務
課

▼
受
付
期
間
＝
８
月
　
日
（
木
）

19
午
後
５
時
ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、役
場
総
務
課
緯（
　
）
82

２
２
１
１
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
会
費
　
１
家
族
 ２
、０
０
０
円（
会
員
制
）

▼
営
業
時
間
＝
午
前
８
時
～
午
後
　
時
10

（
午
後
　
時
～
午
前
８
時
に
利
用
希
望

10

の
方
は
前
日
ま
で
に
要
予
約
。）

　
た
だ
し
、
町
営
バ
ス
の
発
着
前
後
　30

分
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
利
用
方
法
＝
電
話
に
よ
り
受
付
し
て

い
ま
す
。
原
則
と
し
て
若
桜
町
内
の
移

動
で
す
。介
護
保
険
、自
立
支
援
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
福
祉
有

償
運
送
の
利
用
が
で
き
ま
す
。（
鳥
取
市

内
へ
の
通
院
・
買
い
物
な
ど
に
も
利
用

で
き
ま
す
。）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
ゆ
い

ま
ぁ
る
 ア
シ
楽
号
 緯（
　
）２
２
２
８

82


